
やや湿った林下に生え、特に海岸近くの林でみられることが多い。球茎は少数の子球をつける。偽茎は葉
柄より短く、葉は2個でほぼ同大。小葉は3枚で、菱状広卵形、先端は伸びて多くは糸状。頂小葉は、花時

に長さ10-30cmになる。花柄は葉柄より短く、長さ3-10cm。仏炎苞は暗紫色、または白緑色で一部暗紫

色。口辺部は著しく開出し耳状となる。花期は3-5月。

－

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、姫路市、神河町、豊岡市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

サトイモ科

兵庫県ランク…ムサシアブミ
環境省ランク… －Arisaema  ringens  (Thunb.) Schott


